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 １月中旬の良く晴れた一日、日和田山（３

０５ ㍍）に出か けた。奥 武蔵、古代 帰化 人

が住 んだ高麗の 里の一角 にある小さ な山 で

ある 。朝８時、 秩父線高 麗駅。高麗 の里 の

シン ボル、天下 大将軍と 地下女将軍 の対 の

ト ー テ ム ポ ー ル

に迎えられた。鹿

台 橋 で 高 麗 川 を

渡 り ８ 時 ２ ０ 分 、

浄 水 場 脇 の 日 和

田山登山口。  

 林 の 中 の 遊 歩

道 を ２ ０ 分 程 も

登 る と 鳥 居 が あ

っ て 男 坂 と 女 坂

に分かれる。急な

岩 場 に 丁 寧 に 石

段 が 刻 ま れ た 男

坂を 這い登り９ 時、二ノ 鳥居のある 金刀 比

羅神 社の台地に 出た。こ この見晴ら しが 素

晴らしい。眼下に特徴のある巾着田の風景、

見渡 せば奥武蔵 の山々、 遠くに東京 のビ ル

群を見はるかす。  

 神 社の裏手を 一登りし て ９時半、 立派 な

宝筐 印塔の鎮座 する日和 田山頂到着 。 木 立

に 囲 ま

れ 眺 望

も な い

の で 、

早 々 に

出 発 し

て 次 の

物 見 山

に 向 か

う。  

 林 の中の広い 尾根道を 進み程なく 、高 指

山電 波中継塔か ら続く車 道に出る。 車道 を

左に しばらく進 むと駒高 の集落。開 けた 尾

根上 に家が散在 するいか にも奥武蔵 らし い

のどかな山村風景である。  

 駒 高 か

ら 車 道 を

離 れ 林 の

中 を 一 登

りして、１

０ 時 物 見

山。山頂の

ベ ン チ で

一 休 み し

てい ると、次か ら次と 登 山客が登っ て来 る

が、 それらがい ずれ劣ら ぬ白髪頭な のが お

かしい。  

 物 見山からし ばらく尾 根をたどり 北向 地

蔵で昼食。

こ こ で も

次 々 と 通

り 過 ぎ る

シ ル バ ー

グ ル ー プ

の品定め。

自 分 の 事

は棚に上げて。  

 １ １時１５分 、やおら 腰を上げて ユガ テ

に向 かう。標識 に従い林 の中のトラ バー ス

気味 の道を下り 、登り返 したところ がユ ガ

テ。 １２時。農 家が２軒 だけの集落 だが 、

畑が 青々と広が り庭木や 果樹も多く 、奥 武

蔵 の 別 天

地 の 趣 で

ある。丁度

ロ ウ バ イ

が 真 っ 盛

りだった。 

 ユ ガ テ

か ら 山 道

を少 し下った後 は、のど かな山村風 景を 眺

めな がらの車道 歩きで、 東吾野駅到 着１ ３

時だった。  
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